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I第一部 中国のネガティプな流行語について説明と問題所在】






第二章 中国のネガティブな流行語について先行研究及び先行研究の問題 ・ 14 
第1節 中国のネガティブな流行語における先行研究
























第2節 中国のネガティブ、な流行語の生成と流行について説明 • • • ・ .50 



























































































① 2014年「中国インターネッ ト発展状況統計報告」において、 2013年 12月まで中国にインターネット























































































































































受けた。 「間違いなし＼ ！俺たちは 『席盆』だよ！」というような反応が多く見
られた。すなわち、この新語が生まれてすぐに、 「席主主」と名乗る集団は既に
③具体的に経緯を知りたいなら、不十分ながら wikipediaの「開些Jについて記事、百度百科の「席些j











































たは院卒）」、 「高収入」、「高身長」の男性のことであり、 「三高女」が 「高
学歴J、 「高収入j、 「地位が高い」女性のことであるのに対し、中国の「高
富州jと「白富美Jはそれぞれ三つの長所を備える中国の若者男女に対する呼
称であるが、内容は全く別の話になる。 中国の 「高富州」 は高身長、顔のレベ
ルが高い、高収入というより単純に金をいっぱい持っている男性若者のことで
あり、 「白富美」は、 肌が白く、可愛く、豊かに暮らせる女性のことである。



















































































































































































































































































学生流行語） 。その内、 「S＝審美観J、 「X＝心情」、 「F＝不正行為」、






































































































































⑩胡はパーミンガム大学の Centr巴forContemporary Cultural Studies学派の学説を引用する。 Centrefor 
Contemporary Cultural Studiesのサフ守カルチャー研究は若者のサブ？カルチャーの対抗性を重視し、毎種類
のサブ、カルチャーでも自身のスタイルがあり、スタイルによりある種類のサブカルチャーのコードを解


































衆のように、遠慮、なく自分の感情を発散できる。」 （李， 2013: 73）と李は
論じている。また、中国の研究者たちはNeilPostmanの著作『Amusing
Ourselves to Death: Public Discourse in the Age of Show 












































































移行していることではないか。 （李・湯 2013: 19) 
12詳しい調査結果は、貧困大学生は金持ちの子供に対する印象の調査結果が陳など三人 （陳，組，予，





















































































































































































































































男性社会人 女性社会人 都市戸籍男性 都市戸籍女性 非都市戸籍男 非都市戸籍女
学生 学生 性学生 性学生
席主主 92.59% 86.00% 92.00% 98.00% 91.66% 95.23% 
高富州 87.03% 84.00% 92.00% 96.00% 91.66% 95.23% 
白富美 85.18% 90.00% 88.00% 98.00% 87.50% 95.23% 
緑茶ピッチ 50.00% 48.00% 68.00% 64.00% 58.33% 47.61% 
女漢子 88.88% 84.00% 92.00% 94.00% 87.50% 100% 
土豪 90.74% 88.00% 92.00% 96.00% 95.83% 95.23% 
粉木耳 62.96% 14.00% 64.00% 52.00% 50.00% 28.57% 
黒木耳 64.81% 28.00% 72.00% 60.00% 54.16% 42.85% 
女神 79.62% 84.00% 92.00% 94.00% 87.50% 95.23% 
腐女子 57.40% 58.00% 76.00% 80.00% 62.50% 61.90% 







男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
全部 7.40% 0% 56.00% 44.00% 29.16% 14.28% 
大部分 79.62% 70.00% 28.00% 38.00% 33.33% 47.61% 
半分 1.85% 18.00% 8.00% 14.00% 25.00% 33.33% 
小部分 11.11% 12.00% 8.00% 4.00% 12.50% 4.76% 
ゼロ 0% 。% 。% 0% 0% 0% 
＜表3> 十一種類の流行語のうち、使用したことがある流行語
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男性 都市戸籍女性 非都市戸籍男 非都市戸籍女
学生 学生 性学生 性学生
席主主 81.48% 74.00% 84.00% 78.00% 75.00% 80.95% 
高富州 74.07% 60.00% 72.00% 64.00% 66.66% 66.66% 
白富美 55.55% 64.00% 48.00% 62.00% 58.33% 66.66% 
緑茶ピッチ 20.37% 8.00% 32.00% 10.00% 4.11% 4.76% 
女漢子 68.51% 84.00% 48.00% 80.00% 66.66% 85.71% 
士豪 75.92% 84.00% 88.00% 94.00% 83.33% 85.71% 
粉木耳 25.92% 2.00% 16.00% 2.00% 12.50% 0% 
黒木耳 35.18% 2.00% 24.00% 4.00% 12.50% 0% 
女神 64.81% 64.00% 60.00% 78.00% 66.66% 71.42% 
腐女子 22.22% 16.00% 28.00% 32.00% 12.50% 38.09% 





































男性社会人 女性社会人 都市戸籍 都市戸籍 非都市戸籍 非都市戸籍
男性学生 女性学生 男性学生 女性学生
かなりい
し、 5.55% 4.00% 0% 0% 0% 0% 
大部分の友
達よりいい 12.96% 14.00% 12.00% 10.00% 4.16% 14.28% 
みんなとほぼ
閉じレベル 57.40% 72.00% 84.00% 80.00% 45.00% 61.90% 
大部分の友
達より低い 14.81% 8.00% 4.00% 10.00% 47.61% 23.80% 
最低かもし



















































































行語は「黒木耳」、 「緑茶ピッチ」、 「腐女子J、 「オタク」、 「屑盆」であ

































男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
気にかける 22.22% 16.00% 16.00% 4.00% 12.50% 19.04% 
気にしない 35.18% 28.00% 52.00% 30.00% 50.00% 33.33% 
相手は誰次 38.88% 48.00% 24.00% 58.00% 29.16% 47.61% 
第だ
知らない 3.70% 8.00% 2.00% 8.00% 8.33% 0% 
＜表6＞あなたは「席主主」と名乗ることがありますか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
ある 55.55% 38.00% 68.00% 68.00% 54.16% 47.61% 
ない 43.63% 62.00% 32.00% 32.00% 45.83% 52.38% 
＜表7＞あなたは以下の主張に賛成しますか一一一実は誰でも席盆の面がある
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
賛成 64.81% 76.00% 88.00% 90.00% 87.50% 90.47% 
賛成しない 5.55% 8.00% 4.00% 4.00% 0% 4.76% 












男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
ok 62.96% 72.00% 80.00% 68.00% 58.33% 85.71% 
無理 14.81% 6.00% 0% 6.00% 12.50% 4.76% 
決定しにくい 16.66% 22.00% 20.00% 26.00% 29.16% 9.52% 
＜表 9＞あなたにとって「席盆j と思われる人と交際できますか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
ok 40.74% 30.00% 12.00% 12.00% 37.50% 4.76% 
無理 29.62% 32.00% 44.00% 48.00% 25.00% 33.33% 














男性社会 女性社会 都市戸籍男性 都市戸籍女性 非都市戸籍男 非都市戸籍女
人 人 学生 学生 性学生 性学生
ok 44.44% 24.00% 60.00% 34.00% 33.33% 19.04% 
無理 7.40% 24.00% 20.00% 8.00% 16.66% 14.28% 












































男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
賛成する 61.11% 54.00% 60.00% 42.00% 50.00% 38.09% 
賛成しない 25.92% 34.00% 28.00% 44.00% 33.33% 52.38% 



















男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
自己の位置の明確
化 25.92% 24.00% 20.00% 16.00% 33.33% 14.28% 
社会不平等に対する
風刺 46.29% 32.00% 44.00% 30.00% 33.33% 33.33% 
若い金持ちに対する
皮肉 25.92% 30.00% 44.99% 16.00% 20.83% 16.66% 
普通の若者の聞の関係
がよくなる 44.44% 36.00% 60.00% 54.00% 58.33% 45.83% 
一部分の人の精神プレ
ッシャーを発散できる 46.29% 50.00% 52.00% 60.00% 54.16% 76.19% 
知らない
16.66% 10.00% 8.00% 14.00% 4.16% 9.52% 





























































































































































































人と自分の格付けとする傾向」 16を示した。 （程、谷村 2012:36)











































































































































































































































































































時代として3区分したことを修正して、 「秩序」 「未来j 「自己」の時代と し
て区分した。宮台によれば、 「＜自己＞の時代」には、人々は自分らしい自分












































































































































































































































































































































































































日時点で、ユーザー数は 1億 4500万人を超えている。同年、ユニクロが 2009
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